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幼
稚
魚
を
守
ろ
う

コーセイ印刷

青
森
県
は
三
方
を
海
に
囲
ま
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
日
本
海
を
北
上
す
る
対
馬

暖
流
、
北
か
ら
南
下
す
る
千
島
寒
流
の

影
響
下
に
あ
り
ま
す
。
水
質
汚
染
も
殆

ん
ど
起
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

こ
の
様
な
い
い
条
件
に
恵
ま
れ
て
お

り
ま
す
の
で
、
青
森
県
の
沿
犀
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
魚
類
が
来
遊
し
、
産
卵
し
、

育
ち
、
そ
し
て
旅
立
っ
て
ゆ
き
ま
す
。

ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
底
生
動
物
や
海
藻

類
が
繁
殖
し
て
い
ま
す
。
特
に
波
の
稿

や
か
な
陸
奥
湾
は
、
こ
う
し
た
生
物
に

と
っ
て
好
適
な
繁
殖
地
と
な
っ
て
い
ま

す
。青

森
県
が
我
が
固
有
数
の
水
産
県
と

な
っ
て
い
る
の
も
、
こ
う
し
た
理
由
に

よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
豊

か
な
海
の
生
産
ぞ
将
来
に
亘
っ
て
守
り

抜
く
の
は
、
青
森
県
の
水
産
人
に
課
せ

ら
れ
た
責
務
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

魚
類
を
始
め
と
す
る
各
種
の
水
産
生

物
は
、
小
さ
く
弱
い
卵
場
-
数
多
く
産
む

の
が
特
徴
で
す
。
そ
の
た
め
に
卵
や
稚

所

伊長

進

青森県東津軽郡平内町茂浦ftOI775-5-2155/印刷

藤

魚
の
時
代
に
死
ぬ
も
の
、
食
わ
れ
る
も

の
が
多
く
、
思
う
程
に
は
増
殖
し
ま
せ

ん
。
逆
に
、
こ
う
し
た
初
期
減
耗
を
人

為
的
に
減
ら
し
た
り
、
種
苗
を
放
流
し

た
り
す
れ
ば
、
大
き
な
増
殖
効
果
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
一
言
う
ま
で
も
な
く
、
こ

れ
が
栽
培
漁
業
の
基
本
的
な
考
え
方
で

す
。そ

こ
で
今
回
は
、
青
森
県
沿
岸
で
育

っ
て
い
る
有
用
水
産
生
物
の
幼
稚
魚
の

状
担
や
、
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て
い
る

放
流
用
種
苗
の
生
産
試
験
の
状
況
な
ど

を
と
紹
介
し
て
み
る
こ
と
と
し
ま
す
。

青森県水産増殖センター

海
中
で
自
然
に
繁
殖
し
た
幼
稚
魚
は

も
と
よ
り
、
サ
ケ
僻
化
場

・
ア
ワ
ビ
中

間
育
成
施
設
・
栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー
な

ど
か
ら
放
流
す
る
幼
稚
魚
な
ど
に
つ
い
打

て
も
、
漁
業
者
の
皆
さ
ん

一
人
々
々
が
、
発

彼
等
の
性
質
を
よ
く
理
解
し
、
彼
等
が

健
全
に
育
っ
て
ゆ
く
様
に
手
を
さ
し
伸

べ
て
載
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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陸
奥
湾
に
見
ら
れ
る

幼
稚
魚
と
そ
の
生
態

私
は
数
年
前
か
ら
青
森
県
沿
岸
特
に

陸
奥
湾
に
出
現
す
る
魚
類
の
卵
や
稚
魚

の
調
査
を
実
施
し
て
来
ま
し
た
。
採
集

し
て
来
た
魚
類
の
卵
や
稚
魚
を
顕
微
鏡

で
観
察
し
て
い
る
と
、
そ
の
千
変
万
化

な
姿
に
魅
入
ら
れ
る
と
共
に
、
そ
の

一

陸奥湾における主な魚族の繁殖生態

生態区分 主な種名(昭和53年度県統計より，魚獲量の多いもの)

主に湾内で産卵し、幼時を過
マダラ、ヒラメ、サケ、マダイ、サクラマス

ごし、湾外へ出て行くもの

卵・稚魚、時代に湾内に来遊し マイワン、イカナゴ、マサノ可、ホッケ、イシダイ、
若年魚となって湾外へ出てゆ カタクチイワシ、ブリ、ウスメノ¥)レ、マアジ、スル
くもの メイ力、ヤリイカ

湾内で産卵し、一生を湾内ま
マコガレイ、マガレイ、イシガレイ、クロガシラガ

たはごく近海で過ごすもの
レイ、スナガレイ、タカノノ、ガレイ、アイナメ、ヲ
ロソイ、 キツネメノTル、メノTル、カナガシラ、チカ

表|

魚
類
部
主
任
研
究
員

早

川

つ
一
つ
に
生
命
が
あ
り
、
ま
た
こ
れ
が

育
つ
こ
と
に
よ
っ
て
貴
重
な
食
糧
資
源

が
確
保
さ
れ
る
自
然
の
不
思
議
さ
と
恵

み
の
大
き
さ
に
打
た
れ
ま
す
。
今
日
は

陸
奥
湾
に
見
ら
れ
る
幼
稚
魚
と
そ
の
生

態
に
つ
い
て
、
今
ま
で
に
知
り
得
た
乙

と
の
概
要
を
述
べ
て
み
ま
す
。

陸
奥
湾
は
魚
類
の
稚
魚
が
育
つ
に
は

大
愛
良
い
条
件
を
具
え
て
お
り
、
そ
の

種
類
も
表
ー
の
よ
う
に
大
愛
に
ぎ
や
か

で
す
。次
に
こ
れ
等
の
う
ち
、
重
要
な
種
類

に
つ
い
て
少
し
詳
し
く
説
明
し
て
み
ま

す
。

豊

マ
イ
ワ
シ

卵
は
分
離
浮
遊
卵
(
図

1
)
で
、
湾

内
で
は
五
j
七
月
に
出
現
す
る
が
量
的

に
は
少
な
く
、
シ
ラ
ス
型
稚
魚
(
全
長

四
O
m以
内
)
も
あ
ま
り
採
集
さ
れ
な

い
。
主
に
湾
外
で
産
卵
さ
れ
五
四
以
上

に
育
っ
た
稚
魚
(
ヒ
一
フ
ゴ
)
と
な
っ
て

来
遊
す
る
も
の
が
多
く
、
小
羽
イ
ワ
シ

と
共
に
七
月
末
j
九
月
頃
に
し
ば
し
ば

定
置
網
で
大
量
に
漁
獲
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
、
冬
頃
に
な
る
と
湾
外
に
去
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
最
近
マ
イ
ワ
シ
の

資
源
は
増
加
の
傾
匂
に
あ
る
。

(

(

 

シ
ラ
ス
型
稚
魚
時
代
の
餌
は
動
物
プ

ラ
ン
ク
ト
ン
の
コ
ベ
ポ
l
タ
類
、
ヒ
ラ

ゴ
以
上
に
な
る
と
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

も
捕
食
し
て
い
る
。

カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ

最
近
マ
イ
ワ
シ
の
増
加
と
は
逆
に
本

種
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。
卵
は
分
離
浮

遊
卯
(
図

1
)
で
、
六
1
九
月
に
多
量

に
出
現
し
、
湾
内
で
も
多
少
産
卵
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

シ
ラ
ス
型
稚
魚
(
図

1
)
も
同
時
期

に
出
現
し
、
餌
は
コ
ペ
ポ
l
ダ
が
主
俸

で
あ
る
。
初
期
(
全
長
一
一
叩
)
の
死

亡
率
は
大
変
高
く
、
生
残
率
は
こ
の
時

期
の
コ
ペ
ポ
l
ダ
の
幼
体
の
多
寡
に
か

か
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
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⑬ 
こ
れ
ら
イ
ワ
シ
類
は
牧
口
に
は
サ
パ

や
フ
ク
ラ
ゲ
に
追
わ
れ
海
面
を
波
立
た

せ
て
逃
げ
廻
り
、
空
か
ら
は
鳥
の
攻
撃

を
受
け
、
彼
等
の
餌
食
と
な
っ
た
り
、

あ
ま
り
の
つ
ら
さ
に
岸
辺
に
突
進
し
集

団
自
殺
す
る
こ
と
も
あ
る
。

図 l

イ
カ
ナ
コ

四
1
五
月
頃
チ
リ
メ
ン
と
呼
ば
れ
る

全
長
二

1
三

m
の
も
の
が
湾
口
部
か
ら

大
群
を
な
し
次
々
と
来
遊
し
、
湾
内
各

地
に
散
ら
ば
る
。
コ
ペ
ポ
l
ダ
類
等
を

主
食
と
し
、
湾
奥
に
到
達
す
る
頃
に
は

か
な
り
成
長
し
て
い
る
。

本
種
は
夜
間
砂
に
潜
る
と
言
わ
れ
て

い
る
が
、
チ
リ
メ
ン
時
代
は
昼
夜
と
も

浮
遊
生
活
を
送
り
光
に
集
ま
る
た
め
に

集
魚
灯
を
用
い
て
大
量
に
漁
獲
さ
れ
て

い
る
。
全
長
四

1
六

m
に
な
る
と
昼
は

浮
遊
、
夜
は
砂
に
潜
入
す
る
よ
う
に
な

る
。
九
月
頃
一

O
叩
位
に
成
長
し
大
部

分
が
湾
外
へ
出
る
よ
う
で
あ
る
。

四
、
五
年
前
か
ら
湾
内
で
も
光
力
利

用
の
漁
業
が
盛
ん
に
な
り
、
当
初
は
毎

夜
漁
火
の
花
が
咲
き
に
ぎ
わ
っ
た
が
、

こ
こ
一
、
二
年
待
て
ど
暮
ら
せ
ど
彼
女

は
姿
も
見
せ
ず
、
皆
さ
ん
の
期
待
を
裏

切
っ
て
い
る
。

マ

サ

パ

湾
内
に
は
稚
魚
は
殆
ん
ど
出
現
し
な

い
。
日
本
海
中
1
北
部
で
産
卵
さ
れ
幼

魚
と
な
っ
た
も
の
が
六
1
七
月
に
来
遊

す
る
。
湾
内
で
は
全
長
七

i
八
叩
か
ら

二
O
m
を
超
え
る
も
の
ま
で
見
ら
れ
、

o
j
一
オ
魚
が
主
依
で
あ
る
。
漁
獲
は

一一一
月
ま
で
続
き
、
イ
ワ
シ
類
を
追

っ

て
湾
内
に
滞
詠
し
、
た

っ
ぷ
り
と
栄
養

を
補
給
し
故
郷
へ
帰
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
フ

リ

八
月
初
旬
に
、
流
れ
藻
に
つ
い
た
五

(
 

ー
六
仰
の
稚
魚
(
モ
ジ
ャ
コ
)
を
採
集

し
た
事
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
稀
な
こ
と

で
、
多
く
は
六
1
七
月
頃
、
依
長

二一

i
三
O
m
の
フ
ク
ラ
ゲ
が
イ
ワ
シ
類
を

追
っ
て
湾
内
へ
来
遊
す
る
。
前
種
同
様

湾
内
で
充
分
餌
を
食
べ
一
一
月
下
旬
に

は
出
て
行
く
。

最
近
イ
ナ
ダ
サ
イ
ズ
の
も
の
を
生
貨

で
養
殖
し
、
一
一
月
末
に
フ
ク
ラ
ゲ
1

ハ
マ
チ
サ
イ
ズ
に
し
て
出
荷
す
る
養
殖

も
行
な
わ
れ
て
い
る
。

マ

タ

イ

五
l
六
月
頃
、
日
本
海
か
ら
海
峡
を

経
て
、
全
長
一

C
m程
度
の
幼
魚
か
ら

一
O
O
m
に
及
ぶ
成
魚
ま
で
各
種
段
階

の
個
体
が
湾
内
へ
来
遊
す
る
。
成
魚
は

産
卵
の
た
め
、
未
成
魚
は
餌
を
求
め
て

の
行
動
と
考
え
ら
れ
る
。

卵
は
真
円
形
の
分
離
浮
遊
卵
で
七
月

頃
湾
内
で
採
集
さ
れ
る
。

八
i
九
月
に
か
け
て
、
蓬
田
村
伸
の

水
探
一
五

m
の
藻
場
で
全
長
一

1
三一

m

の
稚
魚
が
採
集
さ
れ
た
。
一
方
、一

0

1
一
一
月
に
は
五
1
六
叩
に
成
長
し
た

稚
魚
が
水
探
七
1
八

m
の
定
置
網
に
大

量
に
乗
る
事
も
あ
る
そ
う
で
あ
る
。一

二
月
以
降
は
湾
内
か
ら
姿
を
消
し
、
湾

口
部
沖
の
探
み
で
越
冬
す
る
も
の
の
よ

う
で
あ
る
。

採
集
さ
れ
た
稚
魚
の
胃
に
は
コ

ベ
ポ

l
ダ
、
ア
ミ
、
エ
ビ
、
ワ
レ
カ
一
フ
、
ヨ

コ
エ
ビ
、
多
毛
類
な
ど
が
見
ら
れ
雑
食

性
が
強
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。

戸崎、、
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ク
ロ
ソ
イ

四
1
五
月
頃
、
大
き
な
腹
か
ら
ド
ロ

ド
ロ
と
子
炉
}
出
す
ク
ロ
ソ
イ
を
つ
か
ま

え
、
自
分
の
非
情
さ
に
心
を
痛
め
た
人

も
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
仲
間
は
親
と
同

じ
姿
の
子
炉
星
む
の
が
特
長
で
あ
る
。

全
長
三
五

m
位
ま
で
の
仔
魚
は
表
層

生
活
を
し
、
他
の
メ
バ
ル
属
の
仔
魚
と

共
に
流
れ
藻
に
着
い
て
集
団
生
活
し
、

六
月
中
1
下
旬
に
最
も
多
く
見
ら
れ
る
。

七
月
に
な
る
と
沿
岸
の
水
深
一

i
五

m

の
藻
場
や
岩
礁
域
に
定
着
す
る
。
こ
こ

で
エ
ピ
、
ア
ミ
、
ヨ
コ
エ
ビ
、
ワ
レ
カ

ラ
な
ど
の
小
型
甲
殻
類
や
小
魚
類
を
食

べ
、
一

O
月
頃
に
は
七
i
一
C
m
に
な

り
磯
に
移
る
。

冬
期
は
探
み
で
過
と
し
、
翌
年
再
び

磯
に
現
わ
れ
る
と
言
っ
た
生
活
を
く
り

返
し
、
あ
ま
り
大
き
な
移
動
は
し
な
い
。

~、、

~、

マダイ稚魚(全長15.8%)図 2

ア
イ
ナ
メ

一
O
i
一
三
月
頃
、
水
探
三
1
二
一
o

m
位
の
藻
場
、
転
石
場
な
ど
で
産
卵
し
、

卵
塊
を
親
が
手
厚
く
守
っ
て
い
る
。
ふ

化
後
全
長
一ニ

O
剛
位
ま
で
の
仔
魚
は
集

団
で
浮
遊
生
活
を
し
、
一
一

1
四
月
頃

に
見
ら
れ
る
。
乙
の
頃
の
も
の
は
サ
ケ

特
に
マ
ス
の
稚
魚
と
似
て
い
る
た
め
に

マ
ス
の
稚
魚
と
間
違
わ
れ
る
こ
と
も
あ

る
の
で
要
注
意
。

写真2

サケ(上)およびアイナメ(下)稚魚、
サケ:全長 6cm(パールマーク尾びれが黒い)
アイナメ.全長 4cm(胸びれが大きく目が赤い)

クロソイ稚魚(全長 6cm) 

(
 

五
月
に
は
沿
岸
の
藻
場
、
岩
礁
域
に

定
着
し
、
乙
の
間
お
互
に
ナ
ワ
パ
リ
を

つ
く
っ
て
小
型
甲
殻
類
、
貝
類
、
多
毛

類
な
ど
何
で
も
争
っ
て
食
べ
ま
く
る
。

一
一
月
に
は
七
1
一

o
mに
成
長
し
て

沖
に
移
動
し
、
翌
年
春
に
な
る
と
再
び

岩
場
や
磯
根
に
現
わ
れ
、
そ
の
周
辺
で

一生
を
過
と
す
。

マ

ダ

ラ

一二

i
二
月
頃
親
魚
が
湾
外
か
ら
来

遊
し
、
図

3
の
様
な
場
所
で
産
卵
す
る

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

卵
は
真
円
形
で
弱
い
粘
着
性
が
あ
り

海
底
へ
沈
む
。
水
温
五
i
八
℃
で
約

一

二
日
で
ふ
化
し
、
ふ
化
後
全
長
一
五

m

位
ま
で
は
海
底
近
く
に
生
活
し
、
二
叩

内
外
に
成
長
す
る
と
浅
い
所
に
移
動
す

る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

私
達
が
普
通
に
見
か
け
る
の
は
五
i

六
月
頃
、
五
1
八
聞
に
な
っ
て
イ
カ
ナ

写真 i

(
 

ゴ
や
イ
ワ
シ
の
定
着
網
に
多
量
に
乗
っ

た
時
な
ど
で
あ
る
。
そ
の
後
は
底
穣
生

活
に
移
り
、
一

0
1
一
五
叩
に
な
っ
て

湾
外
へ
旅
立
っ
て
行
く
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
五
l
八
仰
の
個
体
は
動
物
プ
ラ

ン
ク
ト
ン
や
自
分
の
体
の
半
分
以
上
も

あ
る
イ
カ
ナ
ゴ
な
ど
を
タ
一
フ
ふ
く
食
べ

て
、
も
う
大
食
漢
ぶ
り
を
発
揮
し
て
い

る。

マダラ稚魚(センターで人工

採苗したもの)全長 3cm前後
写真3

「

マダラの産卵場図3

ヒ

ラ

メ

六
i
七
月
頃
、
湾
内
に
も
親
魚
が
来

遊
し
産
卵
が
見
ら
れ
る
。
湾
内
で
は
、

七
月
初
旬
頃
に
夜
間
採
集
を
す
る
と
た

ま
に
浮
遊
期
稚
魚
が
採
集
さ
れ
る
こ
と

が
あ
る
が
多
く
は
な
い
。

憂
身
し
底
棲
生
活
に
移
っ
た
個
体
は

八
1
九
月
に
、
図

4
に
一
不
す
各
地
先
の

水
深
0
・
五
i
三一

O
m
の
砂
1
砂
泥
域

で
や
や
多
く
採
集
さ
れ
る
。
乙
の
時
期

に
は
二

l
八
四
に
な
っ
て
お
り
、
九
月

以
降
大
き
い
も
の
か
ら
沖
の
砂
泥
域
へ

移
動
し
、
食
性
も
そ
れ
ま
で
の
小
型
甲

殻
類
や
魚
類
か
ら
魚
食
性
へ
と
霊
化
す

る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

イ
シ
カ
レ
イ

産
卵
期
は
一
一
月
頃
で
、
卵
は
分
離

浮
遊
卵
で
あ
る
。
底
棲
直
後
か
ら
全
長

二
O
m
未
満
の
個
体
は
、

三
i
四
月
に

水
深
五
i
一
O
mに
多
く
出
現
す
る
。

五
月
に
は
三
叩
前
後
と
な
り
、
波
打
際

か
ら
水
探
五

m
の
聞
に
多
ぐ
、
砂
1
砂

泥
域
で
あ
れ
ば
湾
内
ど
こ
に
で
も
見
ら

れ
る
。
こ
こ
で
九
月
頃
ま
で
ヨ
コ
エ
ビ
、

ア
ミ
、
二
枚
員
幼
員
な
ど
を
食
べ
七
1

八
四
に
成
長
し
沖
へ
移
る
。

浜
奥
内
を
中
心
と
し
た
沿
岸
域
に
特

に
多
く
出
現
す
る
。

マ
コ
カ
レ
イ

産
卵
期
は
二
一
月
頃
で
、
底
棲
直
後

か
ら
全
長
二

o
m前
後
ま
で
の
個
体
は

一一一
l
四
月
に
水
深
五
1
三
O
m
の
と
こ

ろ
に
多
く
出
現
す
る
。
五
月
に
は
二
1

=
一
叩
と
な
り
水
深
五

m
以
探
に
多
く
、
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-- ヒラメ稚魚出現場所

三三 .イシガレイ稚魚、の主な出現場所

ぐ〉 マコガレイ稚魚の主な出現場所

前
種
よ
り
や
や
探
い
所
に
分
布
す
る
よ

う
で
あ
る
。
多
毛
類
、
ヨ
コ
エ
ビ
類
な

ど
を
主
食
と
し
、
九
月
に
は
五

m
前
後

に
な
っ
て
沖
へ
移
っ
て
行
く
。
稚
魚
は

小
湊
や
大
湊
仰
を
中
心
に
多
く
分
布
す

る
が
、
前
種
程
特
定
海
域
に
沢
山
い
る

と
い
う
訳
で
な
ぐ
、
比
較
的
散
ら
ば
っ

て
分
布
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

以
上
述
べ
た
ほ
か
多
く
の
種
類
の
魚

類
が
陸
奥
湾
で
生
れ
、
育
ち
、
旅
立
っ

て
行
き
ま
す
。
陸
奥
湾
は
こ
う
し
た
魚

類
の
保
育
場
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る

と
一
言
え
ま
す
。

私
自
身
調
査
の
為
と
は
一
言
え
、
可
愛

い
い
稚
魚
達
を
何
百
と
殺
し
て
来
た
こ

と
を
思
う
時
、
決
し
て
犬
死
は
さ
せ
な

い
ぞ
と
言
う
気
持
で
一
杯
で
す
。

日
本
人
は
昔
か
ら
卵
や
稚
魚
を
好
ん

で
食
べ
て
い
る
訳
で
す
が
、

「
海
を
守

ろ
う
」
あ
る
い
は
「
魚
を
育
て
よ
う
」

と
一言
う
掛
声
の
意
味
を
、
も
う
一
度
じ

っ
く
り
と
皆
で
考
え
て
み
よ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

y園、

，薗ヘ

陸
奥
湾
に
放
流
し
だ

サ
ケ
稚
魚
の
生
態
に
つ
い
て

ヒラメ、イシガレイ、マコガレイ稚魚の出現場所図4

陸
奥
湾
に
お
け
る
サ
ケ
稚
魚
の
放
流

数
は
、
こ
こ
数
年
の
聞
に
従
来
の
二

0

1
一二

O
万
尾
台
か
ら
五

O
O万
尾
台
へ

と
大
幅
に
増
加
し
て
き
ま
し
た
。

一
般
に
河
川
か
ら
放
流
さ
れ
た
サ
ケ

の
稚
魚
は
、
数
日

1
数
週
間
の
あ
い
だ

河
口
域
か
ら
極
く
沿
岸
の
波
打
際
周
辺

に
楕
泳
し
た
の
ち
、
成
長
の
日
十
い
も
の

か
ら
徐
々
に
沖
合
へ
移
動
す
る
と
一
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
ふ
と
こ
ろ
の
探
い
陸
奥

湾
の
奥
で
放
流
さ
れ
た
サ
ケ
稚
魚
は
、

こ
の
沿
犀
楕
詠
期
を
ど
の
様
に
過
と
し

ま
た
定
置
網
の
多
い
湾
口
部
を
ど
の
様

に
通
過
し
て
押
合
に
移
動
す
る
で
し
ょ

う
か
。
効
果
的
に
サ
ケ
の
ふ
化
放
流
事

業
を
行
な
う
た
め
に
は
、
乙
れ
等
の
こ

と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
大
切
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
で
は
、

三
年
前
か
ら
野
辺

地
お
よ
び
茂
浦
地
先
に
お
い
て
サ
ケ
稚

魚
の
海
中
飼
育
放
流
試
験
を
実
施
し
て

お
り
、
そ
の

一
環
と
し
て
稚
魚
の
沿
岸

楕
詠
期
の
調
査
も
開
始
し
ま
し
た
。
未

だ
充
分
な
成
果
を
得
る
に
は
至
っ

て
お

り
ま
せ
ん
が
、

今
ま
で
に
わ
か

っ
た
こ

と
の
概
要
を
と
紹
介
し
て
み
ま
す
。

湾
内
の
コ
ウ
ナ
ゴ
定
置
網
な
ど
で
サ

ケ
稚
魚
が
混
獲
さ
れ
始
め
る
の
は
四
月A
 

魚
類
部
妓
飾
小

倉

大
二

郎

下
旬
頃
か
ら
で
、
初
期
に
は
湾
内
各
地

で
見
ら
れ
ま
す
が
、
五
月
中
1
下
旬
頃

に
な
る
と
特
に
湾
口
部
付
近
で
多
く
獲

れ
る
よ
う
に
な
り
、
六
月
上
旬
に
な
る

と
乙
れ
も
全
ぐ
獲
れ
な
く
な
り
ま
す
。

従
っ
て
五
月
中
j
下
旬
頃
が
押
合
移
動

の
盛
期
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
頃
の

稚
魚
の
大
き
さ
は
一

・
五
1
五
g
程
度

で
、
水
温
は
九
j

一二
℃
程
度
で
す
。

ま
た
茂
捕
で
海
中
飼
育
し
、
標
識
を

つ
け
て
放
流
し
た
稚
魚
の
再
捕
状
況
を

図
に
示
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
見
ら
れ
る

)とγJ
(;日F3F 2自国3酌34尾
5 " 尾
6 /f .2尾

2尾‘

8 f/ 7尾... ( ~8，，~ .'1:) 
... .:~ 
tfH沢
茂満

よ
う
に
、
茂
浦
で
放
流
し
た
も
の
は
一

i
三
日
後
に
は
既
に
夏
泊
半
島
の
先
端

(
約
一

O
M
)
に
現
わ
れ
て
お
り
、
一二

i
八
日
後
に
は
湾
口
部
の
脇
野
沢
地
先

(
約
二
五
1
三
O
M
)
に
も
到
達
し
て

お
り
ま
す
。
こ
の
間
の
移
動
径
路
は
不

明
で
す
が
、
前
後
の
状
況
か
ら
推
測
し

て
余
り
道
草
を
食
わ
な
い
で
湾
口
へ
直

進
し
か
っ
湾
外
へ
抜
け
て
行
っ
た
も
の

の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
稚
魚
の

放
流
時
の
大
き
さ
と
放
流
時
の
水
温
は

昭
和
五
三
年
に
は
六
・
八
g
、
一
三
・

八
℃
、
昭
和
五
五
年
に
は
一二
・
五
g
、

一
一
三
一
℃
で
し
た
。

な
お
、
湾
内
に
精
泳
し
て
い
る
サ
ケ

稚
魚
は
、
各
種
の
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

や
コ
ワ
ナ
ゴ
の
シ
ラ
ス
な
ど
を
食
べ
て

い
る
こ
と
が
観
察
さ
れ
ま
し
た
。標識放流サケ稚魚、の採捕状況

5.55.5.16 

15.2万尾被;!t

膏Z主
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魚
類
の
人
工
稚採
魚、苗
のと(ー
生
態

ぞ
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セ
ン
タ
ー
で
は
、
将
来
本
県
沿
犀
有

用
魚
の
栽
培
漁
業
化
を
進
め
よ
う
と
い

う
計
画
の
も
と
に
、
各
種
魚
類
の
人
工

種
苗
生
産
試
験
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
ま
を
に
手
が
け
た
の
は
、
ヒ
ラ
メ
、

マ
ガ
レ
イ
、
マ
コ
ガ
レ
イ
、
ク
ロ
ソ
イ
、

マ
ダ
一
フ
、
ア
ユ
な
ど
で
す
。

以
下
、
二
i
三
種
に
つ
い
て
、
人
工

採
苗
の
試
験
結
果
や
、
試
験
を
通
じ
て

わ
か
っ
た
幼
稚
魚
の
生
態
な
ど
に
つ
い

て
述
べ
て
み
ま
す
。

ヒ

ラ

メ

陸
奥
湾
に
お
け
る
産
卵
期
は
五
月
下

旬
か
ら
七
月
下
旬
頃
で
す
が
、
水
槽
内

で
加
温
飼
育
す
る
と
、
一一
一
月
下
旬
頃
か
ら

5 ~同d言回需言同建言同信言同告知~同建言司醤喜岡需主同需主同省担同省吉岡

ヒラメふ化仔魚

全長2.5mm ふ化当日

写真A

，曲、

魚
類
部
長
吉
両

橋

邦

夫

産
卵
を
始
め
ま
す
。
産
卵
期
に
天
然
親

魚
か
ら
人
工
的
に
卵
を
し
ぼ
り
出
し
て

受
精
さ
せ
る
方
法
で
は
、
百
万
単
位
の

卵
を
得
る
の
は
難
し
い
こ
と
が
わ
か
っ

た
の
で
、
現
在
は
天
然
親
魚
を

一
i
三

年
水
槽
の
中
で
飼
っ
て
自
然
に
産
卵
さ

せ
る
方
法
で
採
卵
し
て
い
ま
す
。

卯

は
径

0
・
九

m
位
の
球
型
で
海
水
中
を

浮
遊
し
ま
す
。
水
温
一
六
℃
で
は
約
三

日
で
ふ
化
し
二
・
五
m
内
外
の
仔
魚

(
写
真
A
)
と
な
り
、
シ
オ
ミ
ズ
ツ
ボ

ワ
ム
シ
や
ブ
ラ
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
プ
な
ど
の

動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
餌
と
し
て
与
え

て
飼
育
す
る
と
、
写
真
B
お
よ
び
巻
頭

の
写
真
の
よ
う
に
変
身
し
な
が
ら
約

一

ヒラメ浮遊f子魚、

全長 8mm ふ化後 16日

写真 B

ヶ
月
で
全
長
一
一
ニ
m
位
と
な
り
底
ド

活
に
移
り
ま
す
。
二
O
m
位
か
ら
魚
の

す
り
身
な
ど
も
与
え
て
育
て
る
と
、
ふ

化
後
五
O
日
で
二
一
O

棚、

八
O
日
で
五

o
m
に
成
長
し
ま
す
。
ヒ
ラ
メ
の
稚
魚

は
動
き
の
あ
る
餌
を
好
ん
で
食
べ
、
水

槽
の
中
で
飼
っ

て
い
る
と
二
一
O
m
位
か

ら
共
食
い
が
激
し
く
な
り
、
三
七

叩
の

稚
魚
一
尾
が

一
日
で
一
六

m
位
の
稚
魚

二
八
尾
を
共
食
い
し
た
例
が
あ
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
共
食
い
が
激
し
く
な
る
前
に

放
流
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
ど
の
サ

イ
ズ
で
放
流
す
れ
ば
効
率
が
よ
い
か
と

い
う
点
に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討
を
加

え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

マ
コ
ガ
レ
イ
・
マ
ガ
レ
イ

陸
奥
湾
に
生
息
す
る
カ
レ
イ
類
は
一

五
種
ほ
ど
あ
り
ま
す
が
、
マ
コ
ガ
レ
イ

(
ク
ロ
ガ
シ
一
フ
)
が
最
も
多
く
、
マ
ガ

レ
イ
(
ア
カ
ガ
シ
一
プ
)
が
こ
れ
に
次
い

で
い
ま
す
。

マ
コ
ガ
レ
イ
の
産
卵
期
は
一

一
月
中

旬
i
一
一
.
月
下
旬
で
、
こ
の
時
期
に
天

然
の
親
か
ら
搾
り
出
し
で
容
易
に
採
卵

で
き
ま
す
。
卯
は
物
に
付
着
す
る
性
質

が
あ
り
径

0
・
八
m
位
の
球
型
で
、
全

長
一
二二
1
四
C

m
の
親
で
は

二
二
j

一

0
0万
粒
の
卵
を
持
っ
て
い
ま
す
c

水

温
八
℃
の
場
合

二
一
日
位
で
ふ
化
し
、

仔
魚
は
そ
・
五
m
内
外
で
す
。
成
長
は

冬
場
の
た
め
に
遅
く
マ
ガ
レ
イ
の
約
半

分
で
す
(
図

1
)
。
熟
度
の
よ
い
親
を

選
ぶ
と
受
精
率

・
ふ
化
率
が
九
O
%
位

で
問
題
は
な
い
の
で
す
が
、
歩
留
は
飼

〆目、¥

40 60 80 

J、化種目数

図 lマガレイとマコガレイ稚魚、の成長

120(日)

(mm) 

20 100 

40 

。。

20 

全

長

育
期
聞
が
長
い
せ
い
か
、
底
生
直
後
で

約一
二
O
%
、
三
O
酬
で
二
一l
一
四
%
で

し
た
。
マ
ガ
レ
イ
は
マ
コ
ガ
レ
イ
と
は
対
照

的
で
、
産
卵
期
は
四
月
下
旬
1
六
月
上

旬
、
卵
は
径

0
・
九
m
前
後
の
球
型
浮

性
卵
で
す
。
水
温

二
ハ
℃
で
は
約
三
日

で
ふ
化
し
、
仔
魚
は
二
・
五
叩
位
で
す
。

受
精
半
、
ふ
化
率
と
も
マ
コ
ガ
レ
イ
よ

り
や
込
劣
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
が
、
成

長
は
マ
コ
ガ
レ
イ
よ
り
早
く
(
図

1
)
、

底
生
移
行
は
一
二

m
で
約

一ヶ
月
で
す
。

三

O
m
に
な
る
に
は
八
O
日
位
か
、
ふ
り
、

歩
留
は
三

C
%
内
外
で
す
。
カ
レ
イ
類

は
簡
単
に
人
工
飼
斜
に
餌
付
く
の
で
ヒ

ラ
メ
よ
り
制
育
は
楽
で
す
が
、
お
互
に

尾
ビ
レ
を
噛
む
習
性
が
あ
る
た
め
高
密

度
で
飼
え
な
い
こ
と
や
、
ヒ
ラ
メ
と
同

係
に
体
色
の
白
い
白
化
個
体
が
多
い
な

ど
解
決
す
べ
き
問
題
も
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
現
在
で
は
各
地
の
種
苗
生
産
施
設

で
十
万
単
位
で
生
産
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

ク
ロ
ソ
イ

y
イ
・
メ
バ
ル
類
の
産
卵
は
卵
胎
生

と
い
わ
れ、

メ
ス
の
卵
巣
の
中
で
発
生

が
進
み
仔
魚
に
な
っ

て
産
出
さ
れ
ま
す
。

陸
奥
湾
で
は
六
月
を
中
心
に
仔
魚
が
採

集
さ
れ
、
水
槽
内
の
産
仔
も
六
月
上
旬

に
観
察
さ
れ
て
お
り
、
産
仔
期
間
は
比

較
的
短
い
よ
う
で
す
。
種
苗
生
産
で
は

メ
ス
親
魚
を
水
槽
に
収
容
し
て
仔
魚
が

産
み
出
さ
れ
る
の
を
待
ち
ま
す
。
産
出

さ
れ
た
仔
魚
は
六
1
七

叩
で
、
ワ
ム
シ

や
プ
一
フ
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
プ
、
魚
の
す
り

身
な
ど
を
与
え
て
飼
育
す
る
と
、
図

2

40 60 80 100 120 140(日)

産仔後経過日聖堂

クロソイ稚魚、の成長

20 

図 2

( ~ ) 

60 

全
40 

長

20 

に
不
し
た
よ
う
な
成
長
で
、
六
聞
の

物
が

二
二
六
日
で
六
O

m
に
な
り
ま

し
た
。
一
C
m
に
な
る
に
は
二
O
O
日

程
度
を
要
し
ま
す
。
種
苗
生
産
は
ヒ
ラ

メ
や
カ
レ
イ
類
に
比
べ
て
難
か
し
く
、

七
O
日
後
全
長
二
一
O
m
位
ま
で
の
歩
留

は
0
・
五
%
と
低
く
、
ま
だ
ま
だ
技
術

開
発
が
必
要
で
す
が
、
地
先
種
と
し
て

は
有
望
な
魚
種
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
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貝
類
の
人
工
採
苗
と

稚
買
の
生
態

セ
ン
タ
ー
で
は
、
各
種
の
貝
類
の
人

工
採
苗
試
験
を
実
施
し
て
来
ま
し
た
。

将
来
、
栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー

(
仮
称
)

に
お
い
て、

放
流
用
ま
た
は
養
殖
用
の

種
苗
を
供
給
で
き
る
様
に
す
る
為
で
す
。

今
ま
で
に
手
が
け
た
種
類
と
し
て
は
、

ホ
タ
テ
ガ
イ

・
ア
カ
ガ
イ
・
ホ
ッ
キ
ガ

イ
・
フ
ラ
ン
ス
ガ
キ

・
ハ
マ
ク
リ
・
ア

ワ
ビ

・
サ
ザ
エ
な
ど
で
す
。

以
下
、
そ
の
試
験
を
通
じ
て
わ
か
っ

た
ラ
1
パ
や
稚
員
の
生
態
な
ど
に
つ
い

て
述
べ
て
み
ま
す
。

ホ
タ
テ
ガ
イ

ホ
タ
テ
ガ
イ
の
場
合
に
は
天
然
採
苗

に
よ
っ
て
大
量
の
稚
買
が
と
れ
て
い
ま

す
の
で
、
今
の
と
こ
ろ
人
工
採
苗
の
必

要
は
な
さ
そ
う
で
す
。
し
か
し
人
工
採

苗
試
験
を
や
っ
て
み
ま
す
と
ラ
l
パ
の

色
々
面
白
い
性
質
が
明
ら
か
ひ
な
り
、

こ
れ
は
天
然
採
苗
の
参
考
に
な
る
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
そ
れ
ら
に
つ
い

て
ふ
れ
て
み
ま
す
。

ラ
1
パ
を
水
槽
の
中
で
静
か
に
飼
育

し
て
い
る
と
、
元
気
な
一
フ
l
パ
は
水
の

表
層
近
く
に
浮
か
び
あ
が
っ
て
く
る
性

質
が
あ
り
ま
す
。

一フ
1
パ
を
天
然
よ
り
や
』
高
い
水
温

(
一
五
℃
前
後
)
で
飼
う
と
最
も
調
子

青森県水産増殖センタ ーだより

員
類

佐雲

藤

敦

が
よ
く
、
天
然
の
場
合
の
ほ
ぶ
半
分
の

期
間

(一

六
1
一
七
日
)
で
付
着
し
ま

す
。一フ
l
パ
は
、
二
六
O
ミ
ク
ロ
ン
位
い

で
付
着
を
始
め
ま
す
が
、

一
日
付
着
し

た
あ
と
も
し
ば
し
ば
付
着
場
所
を
獲
え

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ア
カ
力
イ

産
卵
時
期
は
母
貝
の
生
息
場
所
の
水

温
に
よ
っ
て
獲
る
よ
う
で
、
声
崎
湾
の

も
の
や
垂
下
養
殖
の
も
の
は
七
月
中
に

産
卵
す
る
の
に
比
べ
、
湾
中
央
部
深
所

の
も
の
は
八
月
も
遅
く
な
っ
て
か
ら
産

卵
す
る
よ
う
で
す
。

卵
は
経
五

O
ミ
ク
ロ
ン
位
の
球
型
で

(

(

 

付着直後のホタテ稚貝足でほふ く移動中

殻長0.7mm 

海
底
に
沈
み
ま
す
。
受
精
す
る
と
約

一

日
で
D
型
幼
生
と
な
り
、
餌
を
与
え
て

飼
育
す
る
と
約
二

O
日
で
付
着
し
ま
す
。

付
着
ま
で
の
歩
留
は
愚
近
段
々
良
く
な

り
五
0
1
七
O
%
程
度
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
付
着
後
海
に
出
し
て
か
ら
の

歩
留
は
今
の
と
こ
ろ
余
り
良
く
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
採
卵
時
期
が
遅
い
と
、
海

に
出
し
た
あ
と
間
も
な
く
冬
を
迎
え
る

た
め
成
長
が
お
も
わ
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
点
を
改
善
す
る
た
め
の
試

験
を
強
力
に
進
め
る
こ
と
に
し
て
お
り

ま
す
c

近
い
将
来
、
必
ず
や
人
工
採
苗

に
よ
る
種
苗
の
確
保
と
ア
カ
ガ
イ
産
業

の
確
立
を
図
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。l¥オミ

戸 ツ
産 キ
の ガ
ホ イ
ツ

キ
ガ
イ
の
産
.1m 

~期
ki: 

アカガイのラーノて
般長0.15胴

アカガイ付着直後の稚貝
般長0.4mm 

五
月
中
旬
i
六
月
上
旬
頃
と
恩
わ
れ
ま
す

乙
の
頃
の
母
貝
に
加
温
海
水
を
か
け
流

す
と
、
容
易
に
産
卵
が
誘
発
さ
れ
ま
す
。

卯
を
受
精
さ
せ
る
と
約
二
日
で
D
型

幼
生
と
な
り
、
更
に
餌
を
与
え
て
飼
青

す
る
と
約
一

O
日
位
い
で
底
生
稚
貝
と

な
り
ま
す
。
そ
の
際
の
大
き
さ
は
約
二

六
O
ミ
ク
ロ
ン
で
、
ホ
タ
テ
ガ
イ
や
ア

カ
ガ
イ
と
違
っ
て
付
着
性
は
殆
ん
ど
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
の
後
の
飼
育
に
当
っ
て

は
水
槽
中
に
砂
を
敷
い
て
そ
の
中
に
潜

入
さ
せ
、

餌
の
混
っ
た
海
水
を
か
け
流

し
て
や
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
た
砂

を
入
れ
た
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
篭
に
稚
貝
を

収
容
し
、
海
中
に
垂
下
し
て
も
成
育
し

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
し
て
や
る
と
冬
前

に
九
1
一
二

酬
の
稚
貝
に
育
ち
ま
す
。

ホッキガイのラーノT
般長0.1mm 

底棲移行直後の
ホッキガイ稚員
殻長0.35mm 

乙
の
程
度
の
大
き
さ
で
、
い
き
な
り

荒
海
の
漁
場
へ
放
流
し
た
場
合
、
ど
の

程
度
の
効
果
が
出
る
か
は
今
の
と
こ
ろ

疑
問
で
す
。
最
近
八
戸
の
第
二
工
業
港

内
に
お
い
て
ホ
ッ
キ
ガ
イ
の
天
然
発
生

が
起
っ
て
い
ま
す
が
、
乙
の
例
の
よ
う

に
、
と
く
平
穏
な
場
所
で
中
間
育
成
し

た
後
に
、
荒
海
の
漁
場
へ
放
流
す
べ
き

で
は
な
か
ろ
う
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

エ
ソ
ア
ワ
ビ

エ
ゾ
ア
ヲ
ビ
に
つ
い
て
も
他
の
種
類

と
同
じ
よ
う
に
人
工
採
苗
の
研
究
が
進

み
、今
ま
で
解
ら
な
か
っ
た
事
柄
が
だ
ん

だ
ん
と
解
明
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
来

ま
し
た
。

産
卵
期
は
場
所
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
が
、
青
森
県
で
は
九
月
1
十
月
に
か

け
て
海
水
温
が
二

O
℃
ぐ
ら
い
の
頃
が

盛
期
の
よ
う
で
す
。
産
卵
数
は
四
1
五

年
の
成
貝
に
な
り
ま
す
と
五
O
万
か
ら

一
C
C万
個
、
六
i
七
年
の
も
の
に
な

る
と
一
五
O
万
か
ら
三
O
O万
個
の
卵

を
放
出
い
た
し
ま
す
。

ア
ワ
ビ
は
雌
雄
異
体
で
キ
モ
の
部
分

が
雄
で
は
ク
リ
ー
ム
色
、
雌
で
は
緑
色

ま
た
は
褐
色
で
夏
に
な
れ
ば
色
が
鮮
や

か
に
な
り
盛
り
上
っ
て
き
ま
す
。

卵
の
大
き
さ
は
二三
一O
ミ
ク
ロ
ン
ぐ

ら
い
で
沈
性
卵
で
す
。
受
精
後
一

E
沈

下
し
ま
す
が
、
二
O
℃
ぐ
ら
い
の
水
温

で
す
と
七
i
八
時
間
で
浮
上
し
ま
す
。

付
着
ま
で
は
四
1
五
日
を
要
し、

そ
の

際
の
大
き
さ
は
一ニ
O
Oミ
ク
ロ
ン
ほ
ど

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
後
付
着
珪
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藻
類
を
餌
と
し

一
1
一
・
五
ヶ
月
で
二

i
三
酬
の
大
き
さ
に
な
り
第
一
呼
水
孔

が
生
じ
ま
す
。
六
1
七
ミ
リ
の
大
き
さ

に
な
れ
ば
人
工
餌
判
明
で
も
飼
育
が
出
来

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
で
は
昭
和
四
三
年
か
ら
ア

ワ
ビ
の
種
苗
生
産
試
験
を
行
な
っ
て
お

り
ま
す
が
採
苗
技
術
も
軌
道
に
乗
り
、

い
よ
い
よ
昭
和
五
六
年
度
よ
り
、
階
上

の
栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー

(
仮
称
)
で
量

産
に
入
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

7 $:1<:$言同信知$:I~言同建言同母当時$:I~ヲ同信担司信旨同省担司告知

サ
ザ
エ

サ
ザ
エ
は
、
日
本
海
沿
岸
の
岩
礁
地

帯
に
分
布
し
て
お
り
「
壷
焼
き
」
は
磯

アワビ浮滋幼生(付着直前)
被長0.3mm 

アワビ鋼管]稚貝
般長0.5mm

(

R

 

の
味
覚
と
し
て
広
ぐ
殺
し
ま
れ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
こ
の
地
域
で
の
サ
ザ
エ
の
生
産

量
は
ア
ワ
ビ
よ
り
も
は
る
か
に
多
く
、

重
要
な
資
源
と
な
っ
て
お
る
よ
う
で
す
。

サ
ザ
エ
の
産
卵
期
は
、
八
1
九
月
頃

で
、
生
殖
巣
は
う
ず
ま
き
状
に
な
っ
た

俸
の
先
端
部
に
あ
り
外
見
上
は
雌
雄
の

判
別
は
出
来
ま
せ
ん
。
ア
ワ
ビ
と
同
様

雄
は
ク
リ
ー
ム
色
、
雌
は
緑
色
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
私
た
ち
は
殻
の
先
端
近

く
に
ド
リ
ル
で
穴
を
あ
け
雌
雄
の
判
別

を
し
て
お
り
ま
す
。

産
卵
数
は
、
殻
長
八

mで
一二
()
万
、

一
O
m
の
も
の
で

一
O
O万
個
ほ
ど
の

放
卵
を
す
る
よ
う
で
す
。

採
卵

・
採
苗
方
法
は
ア
ワ
ビ
の
種
苗

生
産
の
方
式
と
殆
ん
ど
同
じ
で
あ
り
ま

す
が
、
付
着
ま
で
の
浮
併
期
闘
が
若
干

短
か
く
三
日
目
に
は
ほ
と
ん
ど
付
着
生

活
に
入
る
よ
う
で
す
。

サザエ旬包稚員
般長2mm 

甲
殻
類
の
人
幼工〈
生採

の苗 一
生と(
態

本
県
沿
岸
の
有
用
甲
殻
類
と
し
て
は
、

ク
ル
マ
エ
ビ
、
ト
ゲ
ク
リ
ガ
一一
、
ガ
ザ

ミ
、
ヒ
一
フ
ツ
メ
ガ
一一
、
シ
ャ
コ
等
が
あ

り
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
で
は
、
シ
ャ
コ
と

ク
ル
マ
エ
ビ
に
つ
い
て
種
苗
生
産
を
試

み
た
の
で
、
こ
れ
ら
の
結
果
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

シ

ャ

コ

シ
ャ
コ
の
卵
は
黄
色
で
径
0
・
五
六

棚、

透
明
な
組
状
の
も
の
で
互
に
連
結

し
て

一
層
に
な
ら
ぴ
布
切
れ
の
よ
う
で

す
。
メ
ス
親
が
こ
の
卵
塊
を
抱
え
、
二

1
一二
分
毎
に
か
き
廻
す
動
作
を
ふ
化
す

る
ま
で
続
け
ま
す
。
陸
奥
湾
で
は
六
i

七
月
に
抱
卵
親
が
採
捕
さ
れ
、

産
卵
か

ら
ふ
化
ま
で
四
i
六
週
間
と
推
定
さ
れ

て
い
て
、
卵
数
は
四
1
五
万
粒
で
す
。

ふ
化
幼
生
は
二
・
三

m
位
で
ア
リ
マ
幼

生
と
呼
ば
れ
光
に
集
ま
る
性
質
が
あ
り

ま
す
。
幼
生
は
四
i
六
日
毎
に
脱
皮
し
、

形
が
少
し
づ
っ
愛
っ
て
六
回
目
で
笈
態

が
完
了
し
て

一
五

m
内
外
の
稚
シ
ャ
コ

に
な
り
ま
す
。
眼
も
体
も
薄
赤
く
弱
々

し
そ
う
で
す
が
、
翌
日
は
殻
も
か
た
く

な
り
、
水
槽
に
泥
を
入
れ
て
や
る
と
U

字
型
の
穴
を
掘
っ
て
潜
入
し
ま
す
。

大
き
く
育
て
た
ブ
一
フ
イ
ン
シ
ュ

リ
ン

プ
や
魚
肉
を
与
え
る
と
、

穴
の
入
口
に

魚
類
部
長
高

橋

邦

夫

頭
を
出
し
素
早
く
捕
食
し
ま
す
。
約
五

O
日
で
三
O
mに
成
長
し
、

一
応
、
稚

シ
ャ
コ
ま
で
育
て
る
乙
と
が
で
き
ま
し

た
が
、
抱
卵
親
の
確
保
が
難
し
い
こ
と

や
卵
数
が
少
な
い
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、

量
産
に
は
向
い
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

ク
ル
マ
エ
ビ

本
県
は
ク
ル
マ

エ
ビ
の
北
限
に
な
っ

て
い
て
、

産
業
的
に
み
た
分
布
は
日
本

海
側
に
隈
ら
れ
ま
す
。
産
卵
期
は
七
1

八
月
で
、
一
尾
で
二
一O
万
粒
内
外
を
夜

間
に
放
卵
し
ま
す
。
卵
は
径

0
・
二
五

シャコのアリマ幼生

第3期
変態翌日の稚シャコ

約15mm 

間
位
の
球
型
で

一
四
時
間
位
で
ふ
化
し

ま
す
。
ふ
化
し
た
幼
生
は
ノ
l
プ
リ
ワ

ス
と
呼
ば
れ
0
・
三

m
位
で
す
が
、
脱

皮
む
と
に
成
長
し
、
ゾ
エ
ア
幼
生
↓
ミ

シ
ス
幼
生

(
写
真
3
)
と
姿
態
し
ま
す
。

乙
の
聞
に
延
べ

一
二
回
の
脱
皮
を
経
て

ポ
ス
ト
ラ
1
パ
と
な
り
、
五
馴
位
の
親

に
よ
く
似
た
姿
の
稚
エ
ピ
が
誕
生
し
ま

す
。
そ
の
後
も
脱
皮
を
繰
り
返
し

一ヶ

月
で
一
五

m
位
ま
で
成
長
し
ま
す
。
種

苗
生
産
で
は
こ
の
聞
に
発
生
段
階
に
応

じ
て
珪
藻

・
ヲ
ム
シ

・
プ
ラ
イ
ン
シ

ュ

リ
ン
プ

・
配
合
餌
料
等
砂
与
え
て
飼
育

し
ま
す
が
、
昨
年
度
の
成
績
は
歩
留
ニ

一
一
・
三
%
、

一
ト
ン
当
り
生
産
量

一
-

O
八
万
尾
と
い
う
結
果
で
し
た
。

クルマエビのミシス幼生写真3



青森県水産増殖センターだより同~民~民~民~民~民~民岳民~民~$同~同~$ 8 

陸
奥
湾
餌閉

持ラ。
きさ
ト
ン

私
達
が
毎
日
食
事
を
す
る
の
と
同
様

に
、
魚
類
も
食
物
を
食
べ
て
大
き
く
な

り
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
も
の
を
食
べ
て

い
る
か
と
言
う
と
、
動
植
物
プ
ラ
ン
ク

ト
ン

・
各
種
の
底
生
生
物

・
他
の
魚
類
・

海
藻
類
な
ど
で
あ
り
、
魚
種
に
よ
っ
て

様
々
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
成
魚
の

話
で
あ
っ
て
、
幼
稚
魚
時
代
に
は
、
主

に
小
型
の
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
歩
資
べ
て

い
る
の
が
特
徴
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
小

型
の
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
は
魚
の
離
乳

食
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
量
の
多
少
は
直

接
幼
稚
魚
の
育
ち
に
影
響
し
ま
す
。数
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三

こ
う
し
た
小
型
の
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト

ン
に
つ
い
て
は
多
く
の
種
類
が
知
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
セ
ン
タ
ー
で
は
毎
月
一

回
陸
奥
湾
内
で
調
査
を
行
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
昭
和
五
四
年
度
の
調
査
結

果
を
例
と
し
て
周
年
の
出
現
状
況
な
ど

を
と
紹
介
し
て
み
ま
す
。

小
型
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
(
夜
光
虫

を
除
く
)
の
月
別
出
現
個
依
数
を
図

1

に
示
し
ま
し
た
。
最
も
多
い
の
は
コ
ペ

ポ
1
タ
と
呼
ば
れ
る
甲
殻
類
の
一
種
の

セ
ン
ト
ロ
ベ

l
ジ
ス
・
ア
ブ
ド
ミ
ナ
l

リ
ス

(図

2
)
で
、
こ
れ
が
多
く
出
現

セント ロページス・
アブドミナーリス

図2

す
る
の
は
三
月
か
ら
五
月
頃
ま
で
で
す
。

体
長
は

一
・
四
1
一
二
ハ
酬
で
、
稚
魚

の
よ
い
餌
に
な
り
ま
す
。
次
に
多
い
の

は
同
じ
く
コ
ペ
ポ
l
ダ
の
一
種
の
パ
一
フ

カ
ヌ
ス
・
パ

l
ブ
ス
(
図
3
)
で
、
こ

(

(

 

の
種
類
は
周
年
若
干
出
現
し
ま
す
が
、

特
に
六
月
と
一
一

・
一
二
月
の
春
秋
二

回
に
は
多
く
出
現
し
ま
す
。
体
長
は
0

・
七
i
一
・

o
mで
、
こ
れ
も
稚
魚
の

よ
い
餌
と
な
り
ま
す
。
乙
れ
に
続
く
の

は
海
産
ミ
ジ
ン
コ
の
一
種
の

エ
パ
ド
ネ

・
ノ
ル
ド
マ
一
一
l
(
図
4
)
で
、
五
月
か

エパドネ・

ノルドマニー

図4

ら
七
月
に
か
け
て
多
く
出
現
し
ま
す
。

依
長
は

0
・
五
1
一
・

o
mで
稚
魚
の

餌
に
な
り
ま
す
。
そ
の
他
に
も
多
く
の

種
類
の
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
見
ら
れ

ま
す
が
、
今
回
は
省
略
し
ま
す
。
な
お

こ
れ
ら
の
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
総
出

現
数
は
、
図
1
に
示
し
た
よ
う
に
春
秩

二
回
の
ピ
l
ク
が
あ
る
の
が
普
通
で
す
。
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ガ

県
の
特
別
表
彰
を
受
け
る

図3 パラカラヌス ・パーブス

今
度
、
水
産
増
殖
セ
ン
タ
ー
の
ホ
タ

テ
ガ
イ
研
究
グ
ル
ー
プ
が
県
知
事
か
ら

特
別
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
左
に
か
か

げ
た
表
彰
状
の
様
に
、
ホ
タ
テ
ガ
イ
の

異
常
へ
い
死
現
象
の
原
因
を
究
明
す
る

と
と
も
に
適
正
な
養
殖
管
理
技
術
を
確

立
普
及
し
、
ホ
タ
テ
ガ
イ
漁
業
の
経
営

の
安
定
に
寄
与
し
た
功
績
に
よ
る
も
の

で
す
。
し
か
し
、
ふ
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、

異
常
へ
い
究
対
策
が
こ
こ
ま
で
進
ん
で

来
た
蔭
に
は
、
政
府
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政
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木
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現
勢
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者
歯
ど
っ
f

産
嚢
孟
幹

ペ
ィ
孟
業
玄
柔
タ
テ
か
イ
漁
業
内
経
醤
の

駅
舎
客
寄
与
し
多
善
意
い
頭
奪
ふ
る

併
よ
子
会
実
主
婦
フ
γ表
彰
す
る

持
層
和
五
十
五
年
す
一
冒

的
柔
県
警
北
対
戸
戎
一1
)

ノ画、

-
セ
ン
タ
ー

・
漁
業
団
依

・
漁
業
者
の

皆
さ
ん
な
ど
極
め
て
多
く
の
関
係
者
に

よ
る
努
力
と
協
力
の
結
集
が
あ
っ
た
こ

と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
従
っ

て
こ
の
栄
誉
は
関
係
者
の
皆
々
様
と
共

に
享
受
す
べ
き
も
の
で
す
。

ま
た
、
異
常
へ
い
死
は
ま
だ
完
全
に

解
消
し
た
訳
で
は
な
く
、
特
に
地
ま
き

貝
の
安
定
生
産
の
確
立
が
求
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。
今
度
の
表
彰
を
契
機
と
し

て
二
段
の
進
展
を
図
り
た
い
も
の
で

す
。


